測地学会誌「合成開口レーダーの測地学・地球科学研究への応用」
特集論文募集のお知らせ

　Massonet et al.(1993)のLanders地震の論文発表以降，合成開口レーダー（SAR）を用いた測地学・地球科学研究は大きな発展を遂げ，今やSARは測地学・地球科学研究に不可欠のツールとなっています．特に，2006年の陸域観測衛星

（ALOS）の打ち上げにより，高品質なLバンドSARデータが得られるようになり，植生が深い地域や急峻な山岳地帯においても良好な解析結果が得られることから，世界のあらゆる地域を対象とした研究が進められています．この間，2008年中国四川省地震を始め顕著な地震・火山噴火が発生し，ALOSなどのSARデータを用いて，これらの現象に伴う地表面変動が研究されています．また，クラシカルな干渉処理に留まらず，ピクセル・マッチングや時系列解析，ScanSAR，さらにはポラリメトリなど新しい技術の応用も試みられ，大きな成果が挙がりつつあります．その一方で，電離層や対流圏の擾乱による影響がクローズアップされ，電離層・対流圏の情報の取得あるいはこれらを用いた補正方法の技術開発も行われ，固体地球科学にとどまらず気象学・超高層大気物理学研究者からも熱い視線が注がれるようになりました．また，新しいXバンド・レーダーを搭載した衛星も打ち上げられ，これらの応用も期待されているところです．

　測地学会誌では1999年に「合成開口レーダー」の特集を企画し，特に干渉処理を中心とした技術とその応用に関する報告を出版しました．それから10年が経過し，この10年間の研究の発展を取りまとめ広く会員に提示することが，次の10年の研究の方向性を定める上で重要である，と編集委員会は考え，この特集を企画しました．近年，関係研究者を中心に多くの研究集会・ワークショップが開催されています．上に挙げた課題をはじめ，SARの基礎から測地学・地球科学研究への応用に関する論文を募集いたします．

　ご投稿を希望される方は，２０１０年７月３０日（金）までに，下記あてメールにて原稿をお送りください．執筆要項等は「測地学会誌」のページ（http://wwwsoc.nii.ac.jp/geod-soc/contents/journal.html）をご参照願います．多くの方々のご投稿を期待しております．
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